
＜取付所要時間の目安＞
約30分

＜商品内容＞

取付説明書

 

POWERBOX パイプ

①  POWERBOX エキゾーストパイプ
②  結束バンド  

×１
×１

POWERBOX パイプを仮組みします。

純正エキゾーストパイプを取り外します。
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●１
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※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾーストガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼って養生しながら作業する事をおすすめします。
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作業開始前に本書を必ず一通りお読みになり、
内容をよく理解してから作業を始めて下さい。

エキゾーストパイプのプロテクターを
取り外します。取り外すと同時に裏側の
ワッシャープレートが落ちてきますので
紛失しない様にご注意下さい。

プロテクターはあとで POWERBOX 
パイプに取り付けます。挟み込む
ワッシャープレートも全て再使用します。

O2センサーを取り外します。
配線に無理な力をかけて断線しない様に
注意して下さい。（センサーはあとで
 POWERBOX パイプに取り付けます。）

サイレンサー接合部のガスケットがエキゾーストパイプに
付いた状態で外れた場合には、再使用しますので
ガスケットをサイレンサー側に戻して下さい。
このガスケットは無理な力を加えますと壊れ易いので
優しく取り外して移し替えます。
著しく傷んでいる場合には専用サイズの物を
別途お買い求めの上交換して下さい。

エンジン側・フランジ部を固定している
ナットを外し、エキゾーストパイプを
車体から取り外します。

サイレンサー側接合部のガスケットは
そのままにして POWERBOX パイプ 
装着時に再使用します。

サイレンサー接合部のバンドのボルトを
充分に緩めておきます。

POWERBOX パイプ を仮組みします。サイレンサー側へ差し込む際には
ガスケットを傷つけない様にゆっくりと慎重に差し込んで行きます。
あらかじめグリスを薄く塗ってから差し込むと滑りが良くなり
ガスケットを傷めずにパイプが入り易くなります。

固定するナットは純正品を再使用固定するナットは純正品を再使用

エキゾースト・ガスケットを新品に
交換します。（別途ご購入ください。） 

エキゾーストガスケット
カワサキ純正パーツ品番：11061-0027

サイレンサーガスケット
カワサキ純正パーツ品番：11061-1407

マフラー交換時にO2センサーを取り外したままの状態でメインスイッチをONにしますと、
センサー部に異常があると判断してメーターの警告灯が点灯してしまいます。
一度点灯した警告灯は簡単に解除できません。マフラー装着を全て完了するまでメインスイッチは
ONにしないで下さい。万が一警告灯を点灯させてしまった場合には専用の機材による点検、解除が
必要です。車輌ご購入先のバイクショップに相談して下さい。

重
要

フランジナットの締め過ぎにご注意ください。
※締め付けトルクの目安（13Nm～15Nm ）
※エキゾーストガスケットが新品に交換
された上での数値です。過剰な締め付けは
フランジの変形、スタッドボルトの曲がり等
トラブルの原因となります。（フランジの
若干のしなりは許容範囲です。）

....................................................................................................................................................................................................................................................................................................
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●５
....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

各部の隙間や取付状態をよく確認し、仮組みしていた箇所全てを本締めします。　●３
....................................................................................................................................................................................................................................................................................................

６
エンジンを始動し、排気漏れがなく、装着状態に問題のない事が確認できましたら作業終了です。

※ マフラー装着完了後も、取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 装着直後は、しばらくの間マフラー内部に残った油分により白煙や臭いが発生する場合がありますが、問題はございません。
※ パワーボックスパイプ装着後には 『チリチリ・・・』 と云う音が若干聴こえますが、これは排気ガスがパワーボックス内で
　 膨張した時に発生する音です。　特に問題はございませんのでパワーボックスパイプ特有の音としてご理解下さい。 
※ 本製品はステンレス素材を使用しております。ステンレスはその特性上熱によって焼け色が付いてきますが、
　 異常ではございません。

上記内容も合わせて良くご理解いただいた上でご使用下さい。

POWERBOX パイプ にプロテクター
を取り付けます。ヤケド防止の為に
プロテクターは必ず取り付けて下さい。
純正パイプの時と同じ様にワッシャー
プレート類を全て再使用して固定します。

プロテクターを取り付けます。
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O2センサーをPOWERBOX パイプに
本締め固定します。配線に無理な力を
かけて断線しない様に注意します。

O2センサーの配線を他のハーネスと一緒に束ねて固定します。
（付属の結束バンドを使用）
配線に無理な力をかけない事、走行中に配線がエンジンに
触れて損傷しない様にする事がポイントです。

本締めを終えましたらパイプに付着した汚れや油分をパーツクリーナーでしっかりと拭き取ります。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと
あとで落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

ボックス部分の内側を通っている
クラッチケーブルと干渉していないか
しっかり確認します。

●４
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POWERBOX パイプは純正パイプと形状が異なるため、そのままプロテクターを
固定しますとPOWERBOX パイプとの隙間が広くなります。
外に張り出す量を減らすためにプロテクターの上から手の平で力を加えて
隙間を15mm程度まで減らして形を整えます。

隙間の目安
15mm程度
隙間の目安
15mm程度

結束バンドの余った部分はニッパーでカット結束バンドの余った部分はニッパーでカット


